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研究成果の概要（和文）： 日本・韓国の児童約 1800 名を対象に語彙（英語ノートから抜粋）に

関する調査を行い、両国の語彙習得の特性を明らかにした。また、日本の小学生の特徴をふま

え、外国語への慣れ親しみに関する評価の指標となる語彙技能習得ランキング表を作成した。

さらに、語彙技能を測定、評価するとともに、学習にも応用できる、音声認識エンジンを搭載

したソフトウェアを開発した。 

 
研究成果の概要（英文）： An investigation was carried out to look at the characteristics 
of vocabulary items intended for instruction to 1,800 elementary school students in Japan 
and South Korea. In this study, the items examined were taken from “English Note” used 
in elementary school classrooms.  To access the degree to which the school children are 
familiar with English words, the items were ranked by level of difficulty.  In addition, 
a software program equipped with a speech recognition engine was developed in order to 
enable elementary school teachers to assess and evaluate their students’ word skills. 
This software can also be used by students as a vocabulary study aid. 
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１．研究開始当初の背景 

(1) 2008 年 3 月 28 日に告示された小学校学

習指導要領において、2011年度からの外国語

活動の必修化が示された。様々な変革の中、

議論が必要な重要な問題の一つに評価の問

題があった。 

 

(2) 外国語活動の目標には(i)言語や文化に

関する体験的な理解、(ii)コミュニケーショ

ンに対する積極的な態度の育成、(iii)音声

や表現に対する慣れ親しみ、の３つの柱があ

る。(i)(ii)は情意面、(iii)はスキル面に関
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する目標と捉えることができる。但し、(iii)

は(i)(ii)に則した活動を通して身につくも

のとされている。 

 

(3) 外国語活動」を行った結果、情意面ばか

りでなく、結果的にスキルが身につくことを

考えると、この身についたスキルの側面を

（テストという厳格な形ではなく）簡単に測

定・評価することができれば、指導者が指導

方法を顧みることができる材料となり、現場

には有効であるはずである。 

 
２．研究の目的 
(1) 児童・生徒がどのような形でスキルの一
面である語彙力を育てていくかを明らかに
する。 
 
(2)(1)をもとに客観的な語彙力の評価基準
を作る 
 
(3) ICT を活用した手軽で有効な測定・評価
方法を考案する。 
 
(4) 語彙力（スキル面）と情意面の接点につ
いて明らかにする。 
 
３．研究の方法 
(1) 語彙習得の一面を音声・文字・意味を結
ぶ双方向の関係（6 技能）の習得と捉えた独
自の語彙習得モデル（多角的語彙習得モデル、
と称する。以下の図を参照）に基づき、大規
模な語彙調査を日本のみならず海外で実施
する。なお、語彙はすべて「英語ノート」か
ら抜粋する。 
 
 
 
 
 
 
 
 

（多角的語彙習得モデル） 
 

(2) (1)で収集したデータをもとに、日本の
小学生が語彙力をどのように伸ばしていく
か、という特徴を、海外の児童との比較から
明らかにする。 
 
(3) (2)で明らかとなった児童の語彙に対す
る慣れ親しみをもとに、6つの語彙技能を有
機的に結合させた語彙の慣れ親しみランキ
ング表を作成する。 
 
(4) (3)を結果的に身についたスキルとして、

測定・評価に活用できる方法を考案する。 
 
(5) (3)をもとに、ICTを活用して簡単に語彙
力を測定・評価できる方法を確立する。 
 
(6) (1)～(6)と並行して、情意面に関するア
ンケートも実施し、スキルと情意の接点につ
いて明らかにする。 
 
４．研究成果 
(1) 日本・韓国の小学生における、語彙取得
傾向を以下の図のように明らかにした。（表
中の％はすべての児童が「わかる○」と回答
した場合を 100％として算出している） 
 

日本 ４～６年 ○の割合 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

韓国 ４～６年 ○の割合 

 
 
 
(2) 主成分分析をもとに、日本・韓国の語彙
に対する慣れ親しみのランキング表を作成
した。以下にその一部を抜粋する。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日本６年生全技能（①～⑥）ランキング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

RANK

P.E. 2.5106 1

moon 2.1360 2

baseball 1.4793 3

October 1.4180 4

Friday 1.4115 5

July 1.3363 6

bear 1.1438 7

sleepy 1.1192 8

sing 0.9437 9

Tuesday 0.8633 10

fly 0.7221 11

mouth 0.6812 12

eat 0.6570 13

cute 0.6496 14

study 0.5783 15

math 0.5768 16

sister 0.5676 17

white 0.5043 18

father 0.4240 19

bank 0.3384 20

hospital 0.2522 21

help 0.1174 22

nurse 0.1097 23

pudding 0.0803 24

shoulder 0.0394 25

post office -0.0002 26

glove -0.0551 27

bread -0.1254 28

riceball -0.2883 29

science -0.3323 30

bath -0.4173 31

student -0.4542 32

clean -0.5169 33

festival -0.6840 34

castle -0.7986 35

turn -0.8226 36

sweater -0.8230 37

straight -0.8530 38

knee -0.8555 39

beach -0.9088 40

florist -0.9391 41

baker -0.9544 42

giraffe -1.1480 43

barbershop -1.1692 44

history -1.2255 45

camel -1.2489 46

farmer -1.3622 47

earth -1.3728 48

dentist -1.3863 49

cereal -1.9183 50

日本6年全技能



 

 

韓国６年生全技能（①～⑥）ランキング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

(3) (2)のランキング表を、実際に小学校で
利用してもらい、その有効性と活用の可能性
について明らかにした。その活用の可能性と
して、小中を連携する際の資料とできる、な
どの意見を収集した。 
 
(4) 語彙技能を測定・評価するとともに、児
童の学習にも応用できる、音声認識エンジン
を搭載したソフトウェアを開発した。画面の
一部を以下に掲載する。 

 

 
(5) 語彙力（スキル面）と情意面 
 語彙力（スキル面）と情意面の接点に関し
て、小学校では情意に付随してスキルが伸び
る、ということが明らかとなった。 
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